



















































































ボ 果 (D 要
旨
 SerOtOnir⊥の代謝産物である5-Hyd.rOxyi且dole酢酸(5-HエAA)の尿中排泄
 量をMacfarlar⊥e法によって測定した。本法の特異性,回収率むよび再現性を検討し1充
 分実屠に供しうることを確めた後,本法により正常例お・よび諸種疾患例にむける5-HエAA尿
 中排泄量を測題した。
 得た結果は次σ)通りである。
 尿中5→三王AA排泄景は、特定4)日内変動静よぴ午前と午後との差異を示さなかったが,'食
 後2時間にはや～増加の傾向を示した。またRe6erpir⊥eの投与によって著増し一MAO阻
 害斎1殴与によりほy半減し一バナナの食後には著増した。5-HエAAは寮その純品を内服した
 後には速かに尿中に排泄された。
 正常者56例にむける5-H工AA24H寺間尿中排泄母の平均け子.19上0.26"'『で,性差
 は攻かつた。高血圧症寸8例では平均な05±α54"'仏また肝疾患窪4例では平均5,96士
 0.41曙で、ともにやx高い1直を示した。重症腎不全:例を除外し定腎疾患5例の平均は5.87
 上口.40"'9で、有意の変化を示さ攻かつたが1重症腎不全の5例では全:例1帯以下の低1直を示
 したoCush4⊥9症候群一原発性AlαoδLerOr⊥症蔚よび畠1」腎1生器症候群等の呂Ul弩皮質機
 能亢進症7例にまナける平均は5,04上0.45"』yと低下しlA⑳i50n病5例の平均は5、65
 鰐と上昇していた。
 甲状腺機能フ毛巻症46例にお・ける平均は5.96上D、28〃'7で,明らかに高値を豪し,機能低
 下症10例における平均は2.85上0.52"'yで低値であった。これらの例の尿中5-H工AA排
 泄量は基擬代謝率および血清蛋白結合沃度値と明らかな相関を示した。これに反し尿量一身長
 および体重と'は相関を示さなかった。治療により甲状腺機能が正常化すると共に,尿中5-H]飴
 排γ雌'も正常化することが,多・くの例に認められた。
 以上,著者は諸種疾患時にかける尿中5-H工AA排泄量の変化を追究し,特に甲状腺機能亢
 進症に於いてこれが明らかに増加することを認めた。
 一259一
